
昭島市

学校にプレーパークをつくっちゃおう！

プロジェクト実施者 昭島市立光華小学校 学校サポートチーム「あそびまくり！」

プロジェクト概要

イベント詳細

プロジェクトへの想い

実施日時
令和５年 11月13日(月) 13:00～16:00

令和５年 11月14日(火) 13:00～16:00

令和５年 11月15日(水) 13:00～16:00

令和５年 11月16日(木) 14:30～16:00

令和５年 11月17日(金) 14:30～16:00

令和５年 11月18日(土) 9:00～16:00

子供にはもっと「遊び」が必要です。地域の力をお借りし、学校にプレーパークをつくっちゃおう！創造力、人間関係育成力、主体
性・・・「遊び」は子供の力を引き出します。学校はもっと面白くなる！

光華小学校の校庭内に、プレーパークを設営します。光華小プレーパークでは、土山・砂場・水遊びの拡充、ロープを使ったバラン
ス遊びや大きなハンモック、木工滑り台の配置等を行い、子供たちが自由な発想や工夫で遊べる空間を開設します。また、学校が
地域のハブステーションになることを願い、運営に関しても教員だけでなく、PTAの方々にも見守りに参画頂くことで、地域全体で遊
びの機運を盛り上げていきます。 実施期間中は地域や他校生の方、保育園や幼稚園の方も入場可能ですので、皆さまぜひ奮っ
て参加ください！

光華小学校では、可能な限りの教育活動を子供たちに委ね、その主体性や創造性、実行力を引き出す取組を進めています。その
核になるのが「遊び」です。いつからでしょう、子供が遊びの主体者から（大人が準備した）遊びの消費者になっていったのは。いつか
らでしょう、子供の遊びを、大人が過度に制限（うるさいから、危険だから、汚れるから等）するようになったのは。公園ですら思いっ
きり遊べない今の時代、考えてみれば校庭ほど安全な遊び場はないのかもしれません。本校は、本来の子供の遊びを子供に返して
あげたいのです。ここで経験し学ぶ多くの出来事が、子供たちのウェルビーイングな生き方＝幸せにつながると信じています。

実施場所
昭島市立光華小学校



子供の感想

保護者の感想

主催者の感想

・小学3年生：すべり台で白いところをのぼるのがむずかしくてチャレンジしてみたけどのぼれませんでした。でもとてもたのしかったです。これからもいっぱいやり
たいです。
・小学3年生：いろんな遊びがあってとてもたのしかったです。プレイパークをやっていないときも遊べるゆうぐがあって中ひるやすみもあそべて楽しかったです。
・小学3年生：木を切るのがとても楽しかったです。もう一度やりたいです。
・小学4年生：プレイパークは、たきびがあったり大きなゆうぐがあったり泥遊びができてまたやりたいと思ったし、楽しかったです。
・小学4年生：このプレイパークで遊んで、とても楽しいなと思いました。特に、モンキーブリッジと、ハンモックが楽しかったです。ゆらして、ゆらされてが、楽しか
ったです。
・小学5年生：私は滑り台を作って大変でした。でも、滑り台を作ることは一生に一回の体験だと思います。いい経験になってよかったです。
・小学5年生：このプレーパークを作るのに何人もの人が必要だったと聞きました。（違ったらすみません。）沢山の人が協力して作ってくれたことが心に残
りました。これからもこのようなことを企画してもらえるととても嬉しいです。
・小学5年生：プレーパークで遊ばしてくれてありがとうございます。学校の中には学校に朝から行くのではなく放課後などに参加する人も多分いると思いま
す。そういう子が、楽しくそして友達と仲良く笑顔で遊んでいたら遊んだ私も嬉しいです。
これからもプレーパークは人に笑顔もたらす素敵な場所と思えるよにがんばってください！応援しています。
・小学5年生：光華小にこういう楽しい遊びを考えてくれた人に感謝したいです。

・昭島でのプレイパークを待ち望んでいました。ぜひ続けていただきたいです。また参加したいです。
・とても楽しかったです。子供たちがのびのび自由に遊べ、とてもいい遊び場でした！またぜひ開催していただきたいです！
・プレイパークはよく遊びに行きますが、決まりの多い学校内につくるというのはとても意味のあるチャレンジだと思いますし、わが子の通う学校でもぜひや
ってみたいと思いました。
企画運営された先生方、保護者の方々、貴重な機会をありがとうございました。
・楽しかったです！
・１回目で子どもが引き込まれました
・他校PTAです!とても楽しそうな子供たちの顔が見れてもっともっとこのような経験をさせてあげられたらと心から思いました!ぜひ、他校でもやらせていた
だきたいです！

今回のプレイパーク、本校の児童・保護者・地域そして学校経営にとって大変貴重な機会となりました。まさに子供の主体性を最大限引き出し、そこ
を支える学校の具現化につながったからです。このような機会をいただけた関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。モンキーブリッジで体を揺らしなが
ら「楽しい！」と叫ぶ子がいました。
一心不乱に砂を掘り、山水画のような景色を創り出した子供たちがいました。焚火を囲み、大人とか子供とか関係ない穏やかで豊かな時間がありま
した。真に子供を主体者としたとき、学校はその可能性をもっと広げられることを実感しました。感謝です。こんな素敵な空間が一つでも多く「学校」の
中に生まれたら・・・そんな日を夢見ています。

学校にプレーパークをつくっちゃおう！
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